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午前９時５８分 開会 

 

◎開議の宣告 

○副委員長（真家 功君） 皆さま、改めましておはようございます。 

定刻前でございますがお揃いですので、ただいまより、議会活性化特別委員会を開催いたし

ます。 

委員長挨拶、村田委員長お願いします。 

○委員長（村田春樹君） 皆さま、改めましておはようございます 

 議会のほうは明日が最終日ということで、その前に議会活性化特別委員会のほう開きまし

て、皆さまお集りいただきまして、大変ありがとうございます。前回の議事録のほうをお配

りさせていただいております。議事録にはついては公表前なので、委員会が終わり次第回収

させていただきたいと思っております。 

 また、前回議運のほうにはかってほしいということで、議会報告会の内容なんですけれど

も、一度議運のほうにお話しをさせていただいたところ、議運のほうでは活性化委員会のほ

うで議会報告会のほうをお願いしたいということで、受け賜りました。 

 また、議運のほうでは、様々な市民の方の意見を聞けるようなやり方でやっていただきた

い、今までのやり方ではなく、広く市民の意見を聞けるような報告会というふうにして欲し

いという話しを受けました。そういった中で、今回議会報告会についての案ということで、

意見交換会という形でやりたいと思いますので、是非とも皆さま方のご意見を聞かせていた

だければと思います。 

 それでは、本日の議会活性化委員会のほうよろしくお願いします。 

○副委員長（真家 功君） ありがとうございました。それでは、協議に入ります。 

協議の進行は、村田委員長お願いします。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

◎協議事項 

１． 議会基本条例の検証について 

・議会報告会について 

○委員長（村田春樹君） それでは、本日の関係資料につきましては、スマートディスカッ

ションに保存されていますので、よろしくお願いします。 

 それでは、早速議事に入ります。 
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次第のほうでは、協議事項として議会基本条例の検証について、議会報告会についてとある

んですけども、先に議会報告会について皆さまとお話しをさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 案のほうなんですけども、議会報告会、意見交換会についてということで、開催日の案なん

ですけども、令和７年１月から２月頃に開催するということで、開催方法の案としましては、

ワールドカフェ方式を用いた意見交換会ということで、下のほうの黒枠のほうにワールドカフ

ェ方式について記載されていますので、目を通していただければと思います。開催内容の案と

しましてテーマを設定して行う、また、２番目として各種団体を呼ぶような形で、例えば例と

してあげているのが PTA だったり、地区のコミュティなどということであります。３番目に議

会報告会資料を作成して、それを配布するという形でやりたいと思っております。報告の内容

なんですけれども、常任委員会、特別委員会のほうなんですが、令和５年 12 月から令和６年

11 月までの活動を掲載する内容とさせていただきたいと案をつくらせていただきました。 

また、４番目ですけども、今後のスケジュール案として、本日、令和６年６月 13 日開催方

法、内容について皆さまと議論をさせていただきまして、その後、明日、全員協議会にて議会

報告会を開催するということで、報告をさせていただきたいと思っております。その後、令和

６年７月または８月に開催内容について特別委員会を開き、皆さまと議論をしたいと思ってお

ります。そのあと、令和６年９月第３回定例会のときに、開催内容について皆さまと議論をし

ていきたい。さらには 10 月 11 月あたりでその内容について煮詰めていく。第４回定例会のと

きに、議会報告会の資料のほう各常任委員会、特別委員会のほうをまとめていただいたものを、

しっかりと報告できる形にまとめていく。それで、１月または２月に意見交換会を開催したい

というようなスケジュール案となっております。皆さま方のご意見聞かせいただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。案という形であるんですけれども、このような形の流

れでよろしいですか。 

［「はい」の声あり］ 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。 

 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 改めて仕切り直して、議会意見交換会っていう名称どうなんですか

ね。 

○委員長（村田春樹君） 議会報告会として今要綱が出ているので、それについても今後例

えば議会意見交換会という形の、名称を変えるようにしなければいけないところもあって、例
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えば平成 30 年その頃に、取手市のほうで議会報告会から議会意見交換会に名称を変えたとい

うのもありますので、小美玉市議会としましても、そこの名称の変更も今後考えていかなけれ

ばいけないかなと思っておりますので、そのことに関しましても、今後議運のほうにもはかっ

ていきたいと思っています。 

香取委員。 

○７番（香取憲一君） わかりました。 

○委員長（村田春樹君） 真家副委員長。 

○副委員長（真家 功君） テーマを設定して行うということになると、意見交換会になり

ますよね。この議会報告については、意見交換会の中に資料として配るだけですか。 

○委員長（村田春樹君） そうですね、今回ワールドカフェ方式でやる場合テーマを設定し

て、ここにやり方書いてあるんですけども、それが終わって報告するとか、その前に報告する

というわけではなくその前に資料として皆さま方にお配りして、１年こういう活動をしてきま

したと資料をお渡しして、それはその場で読んでもらうか、終わってから読んでもらうかはわ

からないですけども、そのままワールドカフェ方式の意見交換会に入っていくような形をとり

たいなと思っているんですけども。 

 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 今のお話で流れは理解できたのですけど、全体のことは１つの資料

にして、これからまとめていくと思うのですけど、たとえばテーマを決めて、集まってくれる

人のテーマに絞られた皆さんが集まってくれると予想するじゃないですか、例えば子育て世代

の皆さん、全体の資料を渡した中で、この中で小美玉の行政の中で、このたくさんある中で、

今回集まっていただいた皆さんは、一番ここに焦点を当てて、こういうところが特色ある、こ

ういうところが問題あるんじゃないかというところをピックアップして、皆さんそのために集

まっていただいたので、今日は忌憚なく意見交換をしましょうみたいな感じだといいと思うん

ですよね。全体としては渡すんですけど、その中でクローズアップしたところをもっと浮彫に

してお知らせしていくというほうが、わたしはいいんじゃないかと、そういうことはこれから

だと思うのですけど、今の流れ的にはそういう感じのほうがいいのかなと。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。今回考えているものとしましては、今、

３番の開催内容案としてありますけども、例えば PTA とか育成会とか子どもたちに関わる、あ

とは福祉に関わるとかそういったことで集まってもらうとしたら、それに沿ったテーマの内容

として深堀できるような意見交換会にしたいと思っているので、例えばそこに集まってもらっ



－7－ 

たのに農業の話だとか、やってる方もいらっしゃると思いますけど、少しかけ離れちゃうとこ

ろがあるので、テーマに沿ってお声かけする団体の皆さま方に沿った内容にしたいと思います

ので、そのテーマのほうもそうですし、呼ぶ団体とかそういったところも委員の皆さまとお話

しを詰めていって、どういった方を呼ぶのか、どういったテーマを基に意見交換するのかとい

うのを今後決めていきたいと思っておりますので、何かそういったところでも案を出していた

だければと思っております。 

 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 今おっしゃるとおりで、理想は全般に広く浅くじゃないですけどそ

れができればいいと思いますが、中々難しいと思うのでテーマを絞って。宮内議員から前にご

意見いただきました、石岡の議会報告会を傍聴したときに収集がつかないような感じだったと

いうのをもう１回お聞きしたいのですけど、あのときは何かテーマを絞られたのですか。 

○２番（宮内勇二君） テーマは、各委員会ごとにその内容でお願いしますと言っても、市

民はどんどんずれてしまうので、そこら辺でまとまらなくなっていったようなイメージです。 

○７番（香取憲一君） 常任委員会ごとにやっていたのですか。 

○２番（宮内勇二君） そうです。 

○７番（香取憲一君） だからだ、ありがとうございます。 

○委員長（村田春樹君） 谷仲委員。 

○１３番（谷仲和雄君） 石岡の議会報告会わたしも見学行って来たんですけども、基本的

には各常任委員会でテーマを絞って、そのテーマについて市民の皆さんにそれに対する質疑の

中で、来場の皆さんというのは、市民の皆さんいろんな考え方があってこれは普通なわけであ

って、それに対する質疑に議員さんが的確に答えられるというこの形が理想。質問に対して例

えばこれは石岡の例ではないですけども、質問の趣旨をよく聞いて、きちんと答えられる能力

がないとまとまんなくなっちゃいますよね、そういうとこだと思います。これは石岡のことじ

ゃないですよ、一般的な話で。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。 

 今回、ワールドカフェ方式というのは、今までやっているような対面するような形ではなく、

自分たちがいるほうが議員さん側で、反対側に市民の方がいて、モニター見て説明して報告し

てという形ではなく、黒い枠でも今囲んで出せてもらっているワールドカフェ方式ということ

で、カフェでくつろいでいるリラックスした雰囲気の基に行われる意見交換という形で、各テ

ーブルいっぱい用意しておいて、そこに４人から５人の少人数で各テーブルごとにテーマを出
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して話合ってという形で、市民が議会に対して対決するような形ではなく、しっかりと対話が

できるような形をつくっていきたいなと思っておりますので、今までのやり方ではなく一新し

てということで、例えば県内でいったら取手市なんかはワールドカフェ方式で何回かやってい

るので、そのことについても調べて事務局に資料全部渡してしまったんですけど、その形でや

っていきたいなとは思っています。一度少し会議の際中に皆さんにお渡ししますので、ざっと

見ていただければと思います。自分も今回ワールドカフェ方式を初めてやるものですから、議

員の皆さんでもやったことある人もしかしたらいるかもしれませんけど、いろんな意見を出し

てもらって今までの議会報告会ではなく、新しい議会報告会としていくような形づくりをして

いきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 山崎委員。 

○５番（山崎晴生君） これは、小美玉市議会報告会実施要綱も変えていくような形ですか。 

○委員長（村田春樹君） そうです。報告会というものになっているのに関しましては、今

後意見交換会ということで、直していくような形になるのかなと思っていますので、小美玉市

議会意見交換会実施要綱みたいな形。そのあとに関しましても、議会報告会という形になって

いるものを、議会意見交換会ということで、改める形にしたいと考えています。 

山崎委員。 

○５番（山崎晴生君） 今の要綱だと報告会使用というか、内容が全部班の構成だとか、役

割分担だとか、会場、報告会次第というのまで要綱で平成 27 年に定められているものなので、

これはもう全部一新するような形になってきますかね。 

○委員長（村田春樹君） そうですね、ある程度見ていくと、第４条の中で報告内容という

ものがあるんですけれども、そこに関しても変えていくべきなのかなと思っています。 

山崎委員。 

○５番（山崎晴生君） その開催方法に関してそれに見合ってやっていく、要綱のほう今、

現状あるものを変えて修正していくような形でいいですかね、わかりました。 

○委員長（村田春樹君） 修正に関しましても、明日全協のところで、議会報告会について

皆さま方に報告するんですけれども、その際に、小美玉市議会報告会実施要綱の部分に関しま

しても修正をしていかなくてはいけない旨の話をさせていただきたいと思っております。 

 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 先ほどのやりとりの中で、ざっくりとしたタイムスケジュール的な

もので、明日の全協までに書面に起こして、いついつまでにこういうあれというのは、だいた



－9－ 

いディスカッション共有できるような形、どうなんですか可能なんですか。 

○委員長（村田春樹君） 今日案からこういうふうにやっていきましょうと決まれば、明日

報告できると思います。それで、本日お配りしている資料、これを今後のスケジュールという

ところですけれども、これは活性化のスケジュールではあるんですが、明日議会報告会につい

て報告する際には、各常任委員会、特別委員会の委員長、副委員長に資料をまとめていただけ

るようにお話しをさせていただきたいと思っております。９月の定例のときに常任委員会、特

別委員会のほうで、各委員長、副委員長のほうから委員の方に報告をいただいて、報告内容を

まとめていただくような形をとりたいと思っております。 

 香取委員。 

○７番（香取憲一君） ありがとうございます。 

○委員長（村田春樹君） 谷仲委員。 

○１３番（谷仲和雄君） 意見交換会の中のテーマにおいても、必ず執行機関と議決機関の

役割を踏まえて、例えば意見交換会に出てくるテーマで現在市はどうなっているのか、それを

なった経緯でどういう議決をしてなったのかというのはその中で必ずテーマの話の中で出てく

るんで、議決とかそれを飛び越えて意見交換というは中々議会の立場としては難しい。その意

見交換会の中で、今度市民の皆さまからいろいろな要望についても、わたしらはそれをいろい

ろ広いあげて議会として今度はしっかりと市に繋げるか、そういう議論を議会でしていきます

と、そういうスタイルになると思います。ですから、意見交換会の中でも例えば関連する議決

とかは各テーマによっては常任委員会とか、本会議でこういう議決が今こうなっていますとい

うところ、ここのところはそこに意見交換会に入る議員の皆さんは全部知っていないといけな

いというのが前提の意見交換会だと思います。それだけお伝えしておきます。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。 

そのほかございますか。 

 真家副委員長。 

○副委員長（真家 功君） 今までの議会報告というのを見てると、議会報告をしました、

意見する人はみんな議会に対してではなく執行部に対しての要望がほとんどなので、我々はそ

れをお伝えしますという形しか答えがないんですね。それってほんとに議会報告会がこれでい

いのかということが前からあったので、こういうワールドカフェ方式もいいのではないかとい

う案になったわけですね。確かに要望って、執行部に対する要望になっちゃうんだよね。 

○委員長（村田春樹君） 谷仲委員。 
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○１３番（谷仲和雄君） さっきの補足で、あともう１つは、市民の皆さんにいろいろな意

見に対して例えば今、市がこういう議会案件で質疑を通してやったとしても、中々進まない案

件ってある。それはなんで進まないかというところも議員としてなんで進まないかという理由

とかも含めた説明、意見交換を。そうしていかないと、先ほど副委員長が言ったように、要望

を聞くだけになってしまう。その要望は議会からも届けてますけども、今、市はこういう理由

でもう少し時間がかかりますというその説明を議員はしっかりしないと、中々話はそこのとこ

ろでただ御用聞き、なんでもかんでも聞くのではなくて出来る出来ない、出来ない理由をきち

んと説明できる、そこのところが一番議会としての説明の部分だと思いますので、そこをきっ

ちり踏まえて意見交換に臨まないと、中々まとまらないかなと思います。 

以上です。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。 

そのほかございますか。 

香取委員。 

○７番（香取憲一君） 今の谷仲委員の言うそれがまさに活性化で、そこの技法というか、

今まで成し得なかったというか、市民の皆さんに相対したところで技術を磨くということがま

さに我々の活性化だと思うので、わたしそう思います。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。 

そのほかございますか。 

［「発言するものなし」］ 

○委員長（村田春樹君） それでは開催日のほうは、１月にするか２月にするか。 

○２番（宮内勇二君） スケジュール案であげてもらって、今、言うことじゃないと。 

○委員長（村田春樹君） スケジュール案あるんですけども、案を消してこのままスケジュ

ールとしてやることでよろしいですか。 

［「はい」の声あり］ 

○委員長（村田春樹君） 開催内容にしても、テーマの設定を今後皆さま方と話ししながら、

どういった団体とやるのか、そういったことも今後決めていくという形で、ワールドカフェ方

式でやるということで、皆さんよろしいですか。 

［「はい」の声あり］ 

○委員長（村田春樹君） そしたら、明日の全員協議会で報告させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 
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 それでは、次の議会基本条例の検証についてということで、皆さまのタブレットのほうに、

議会基本条例検証評価シートということで、出させていただきました。こういった形で評価シ

ート皆さんよろしいですかね。 

［「はい」の声あり］ 

○委員長（村田春樹君） この評価ということなのですが、評価の理由、今後の方針という

ことで、皆さま方と議論しながらやっていくのか、それとも皆さま方に次回の委員会までに、

各自評価をしていただいて、委員会のときに出してもらうような形にするかということで、い

ろいろと皆さま方の意見を聞きたいと思っているんですけども、その内容としましては、今こ

こで皆さま方とひとつひとつ評価をしていくのか、それとも次回の委員会のときまでに評価を

付けてきていただいて、その後評価についてひとつひとつ皆さま方と検証していく形のほうが

いいのか、ということなんですけど。 

真家副委員長。 

○副委員長（真家 功君） 事前にこれをタブレットのほうに送らせてもらったので、ある

程度皆さん見てもらったので、１条ごとに皆さんに聞きながら、意見あわせしていったほうが

いいのではないですか。いわゆる ABC とありますが、C の今後努力を要するというところだけ

を、この 22 条の間にいくらあるかというのを拾い上げて、その部分を検討するということで

よろしいのではないかと思うんですよね。A 十分達成された、B 概ね達成されたというのは感

覚の問題で、ほぼ OK だと思うんですね。D の評価なしも当然ありますので、この C の部分に

対して皆さんで、何条が C なのかということで聞き出して、意見出たところを検討する形のほ

うがいいのかとわたしは思いました。 

○委員長（村田春樹君） 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 副委員長がおっしゃるとおりですけども、その前に皆さん持ち帰っ

って各自でそれなりに、新人の皆さんは皆さんなりに、我々２期生以上の者は２期生以上者な

りに評価を付けてもらって、提出期限を何日までにということでデータをつくってもらって、

例えば第何条が A とか、そこでこんな感じでしたけど皆さんどうですかみたいな感じで初まる

のもいいんじゃないかと思うのですけど、どうですかね。 

○委員長（村田春樹君） 今回皆さんに、検証評価シートを見てもらったと思うのですけれ

ども、こういう形でやっていくということで大丈夫ですか。この評価シートで皆さんやってい

ただくということで、わかりました。 

真家副委員長。 
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○副委員長（真家 功君） ちょっと聞きたかったんですけど、自分なりに評価しようと思

ってやろうとして、メモというところを押して、自分で ABCD って書き込めるのかと思ったら

できなかったんだけど、できなくていいのかな。 

○２番（宮内勇二君） できないですね。 

○副委員長（真家 功君） できなくていいんだよね。本当は書き込めればみんなで意見交

換できると思ったのよ、できなかったんだよな、俺ができないのかなと思って。 

○委員長（村田春樹君） このやつに関しましても、ワード、エクセル、それで送ってもら

いたい人は、事務局のほうに言っていただいて。 

○議会事務局次長（須賀田千恵子君） 全員送ります。 

○委員長（村田春樹君） あとは紙ベースで自分で印刷してきて、出してもらってもいいで

すし、やり方はそれぞれ皆さま方にお任せしますので。 

 山崎委員。 

○５番（山崎晴生君） 各委員さんにエクセルかワードで出してもらって、次の委員会とか

に結果的なところを一人ずつ言っていくとあれなので、１回提出期限決めて、全員提出しても

らって事務局のほうに、A が何人とか、B が何人とかっていう感じで取りまとめてもらって進

めていったほうがという形で大丈夫ですか。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。一度提出期限例えば次回の委員会までと

決めたとして、そのときにまたすぐ検証初めるのではなく、一度皆さんで集めたやつをこちら

のほうで全部集計させてもらってから、さらに次の委員会のときに、内容について皆さんと先

に資料として出しますので、そのときに皆さんと検証について評価をひとつひとつ見ていくと

いうのも大事ですけども、集計をさせてもらってからということですよね。集計をさせてもら

って、その後皆さんと一緒に全部確認をしてやっていくということで。評価のほうなんですけ

れども、D 評価、評価の該当なしとなる部分がありますので、そこについては共有していきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。一度評価シートのほう見ていただければと思

いますが、第１条目的の部分、この条例はということで、唯一の議決機関としてということで

第１条については、評価の該当なしということで D とさせていただきたいと思っております。 

また、第２条の基本原則についても評価の該当なしということで、やらせていただきたいと

思いますので、それ以外のものに関しまして、皆さま方に、あとは第 12 条議員定数、第 13 条

の議員報酬、そこにつきましては評価の該当なしということで D 評価で、それ以外のところに

ついて ABC を決めていただいて、評価をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いし
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ます。提出期限なんですけれども、次回の委員会前までに間に合いますか。次回の委員会とい

ってもまだいつか決めていないんですけど、７月にするか８月にするかというところなんです

けれども、まだそちらのほうまで話し進んでいないのですが、取りあえず次回の委員会前に集

めて評価を集計して委員会のときに、それを出させていただきたいと思いますので、そんな形

でいいですかね。 

 谷仲委員。 

○１３番（谷仲和雄君） 各条項ごとに、逐条解説というのが入っているかと思うのですけ

ど、逐条解説に照らし合わせて評価をしていくのかなと思うんですけども、逐条解説について

はどういうふうに捉えていきますか。D にチェックしたところでも、逐条解説の解説に踏まえ

てそれになっているかっていうところが大事なわけであって、さっき資料で載っているのはあ

くまでも条文でしょ。この条文の意味を解説している逐条解説ってあるんですけど、そこを踏

まえてやらないといけないからここは評価するしないじゃなくて、全部入れたほうがいいと思

いますよ。それで議員定数に関することとか、そういうところに関しては、さっきどうやって

いくかということだ思うのですが、それは特に別にしても最初今日入っている資料のところ、

基本的には全部埋めていく形のほうがいいのではないですかね。逐条解説照らし合わせればす

ぐわかる話しなんですけど。 

○委員長（村田春樹君） わかりました、ありがとうございます。今の谷仲委員の意見の形

で、全て評価していくという形でよろしいですか。 

［「はい」の声あり］ 

○委員長（村田春樹君） そういう形で皆さま方のほうに、第 22 条まで全部評価してもらう

ような形で進めていきたいと思います。 

真家副委員長。 

○副委員長（真家 功君） 今の意見は D は共有しなくて、それぞれの考えの基で D がある

という意味ですか。 

○委員長（村田春樹君） はい。 

○副委員長（真家 功君） 鬼田委員、意見とか。 

○１番（鬼田岳哉君） 結構です、大丈夫です。 

○委員長（村田春樹君） 評価のほうの提出期限とか、そういったものを決めたいと思いま

すので、次回の委員会開催日のほうをこちらで今決めさせていただきたいと思うのですけど、

よろしいですか。 
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［「はい」の声あり］ 

○委員長（村田春樹君） ７月 17 日水曜日午前 10 時からということで、提出期限としては、

前の週の水曜日までに提出していただくような形で。７月 10 日までに、検証評価シートのほ

うを各自提出していただければと思います。その後集計させていただきまして、17 日の委員

会前に、皆さま方のほうに集計した内容のほうを提示したいと思いますので、よろしくお願い

します。 

鬼田委員。 

○１番（鬼田岳哉君） １週間前というのは、事務局さん再度としては大丈夫なんですか。 

 真家副委員長。 

○副委員長（真家 功君） 13 日、14 日、15 日が休みなので。 

○委員長（村田春樹君） その件に関しましては、事務局と相談の上決めさせていただきた

いと思いますので、７月 17 日開催ということで、よろしくお願いします。 

 鈴木委員。 

○１０番（鈴木俊一君） このあとの流れというか、みんなで評価を出して ABC だったり付

けて集計して、そのあとどういうふうに考えているのでしょうか。 

○委員長（村田春樹君） その後ですけれども、検証していき、報告書という形で案を作成

して、その後検証を行う、検証結果の最終確認をして議会運営委員会や議会全員協議会のほう

で報告させていただき、最後には公表するような形で市議会ホームページであったり、議会だ

よりであったり、そういったもので公表させていただきたいと思うのですけれども。 

 鈴木委員。 

○１０番（鈴木俊一君） 評価がどうやってこれだけの人数で評価を出して、平均値で出し

ていくのか、評価を A にするのか B にするのか多数決なのか、だったら集計しても意味がない

んじゃないかとかね。B が３人いた A が５人いたっていっても意味がないような気がするんで

す。評価をどういうふうにやってこの人数でまとめていくのか。評価を B にするのか A にする

のかというのは、どういうふうにやって個人で出しても意味がないんじゃないかと。個人で出

すのは意味があると思いますけど、持ち寄って俺は A だと思う B だと思うというのも変な気も

しますし、今後の流れというか、評価をどのように出していくのかというのを具体的に見えな

いと、評価する意味がないような気がするので。 

○委員長（村田春樹君） 真家副委員長。 

○副委員長（真家 功君） わたしがこの皆さんの中で、C をどれだけ洗い出させられるかと
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いう考えで、例えば A とか B は OK だと思うんです個人の感覚なので、C という判断をしたも

のに対して、皆さんで本当にこれが C なのとかを洗い出して条例改正になるので、ここの中か

らピックアップしてというそんなに多くはないと思うんだよね。 

○委員長（村田春樹君） 今、真家副委員長が言ったように、C をどれだけ洗い出せるかそこ

を変えていかなければいけない部分なのかどうなのか、そういったところも議論していくよう

な形なのかなという。 

 鈴木委員。 

○１０番（鈴木俊一君） そうすると、C が過半数出たところを検証していくような感じにな

っていくのかな。 

○副委員長（真家 功君） 判断って難しいよね。 

○１０番（鈴木俊一君） 難しい。評価って本当に難しい。先生もいないし、評価って全体

の中でやるのは難しいと思うのですよね。多数決でも難しいですし、何か基準があるわけでも

ないし、わたしがイメージしたのは、個人でこれをやってきたとして、C の多いところを見つ

け出した、それで全員で評価するのって難しいと思うんで、これこそワールドカフェじゃない

ですけど３人とか３班とかにわけて、１条から５条は、５条については１班でやってくれとか、

７条は C が３つあった場合だったら、６個あったとしたら、１グループ２つぐらいずつ評価を

まとめて、何人かでまとめていくようなだったらできるのかなと思って、全員でこれ俺は C じ

ゃないと思うとかっていうのは難しいような気がするんですけど。 

○委員長（村田春樹君） 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 検証シートの中に、A とか B とかの脇に理由という欄があったので、

そこはある程度それなりに、議員さんなりに個人の見解ですけど、それなりに評価した理由を

賦課するわけじゃないですか、それが資料として出て、こういう視点もあったねとか、これが

こういう視点だからこんな評価になっちゃうよねというのは、共有することは悪いことではな

いと思うので、その中でちょっとずつそぎ落としながらというのも変ですけど、前回の会議で

もあくまで検証は手段だとわたしは感じているので、その中である程度まとまった検証結果を

みんなで議論しながら絞っていって、それが３つになるか、４つになるかわかりませんけど、

そこをどうしていくかということを提案していくのも、答えが出ないとしても浮き彫りにして

投げかけていくということが活性化するということだとわたしは思うので、そこをスケジュー

ル上にどういうふうにやっていくかの話だと思うのですよね。 

○１０番（鈴木俊一君） １回出してみないとわからないのでね。 
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谷仲委員。 

○１３番（谷仲和雄君） この基本条例というのは、小美玉市議会の中では最高規範という

位置付けの条例になります。例えば第１章、総則、目的、第１条というところから基本原則第

２条、今度第２章、議会及び議員の責務と活動原則、こういうふうに条文が入っていくんです

けれども、一番わかりやすい話しで言うと、憲法があって法律がある、これを憲法に例えると、

これも条文に対して議会ができているかどうかという、そういう取り組みになってくるのかな

と、評価というのは。例えば議会でこうやってるからこの条例を中々変えていいものかどうか、

これは原則とか基本理念のとこですよ。具体的に例えば議会報告会ですとか、そういう部分に

関しては、その時々に応じた一番ベターなやり方というのがあるかと思うので、そこは今度変

えていくところも必要になってくるかもしれない。大事なところは、あくまでもこの条例に対

して今、市議会ができているかという評価でいいんですよね。 

○委員長（村田春樹君） はい。 

○１３番（谷仲和雄君） そこを確認しておかないと、そうですよね、その確認です。 

○委員長（村田春樹君） 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 我々ばかり話しているので、是非皆さんの何かしら意見を聞いたほ

うが、どうですか。 

○委員長（村田春樹君） 内田委員どうですか。 

○４番（内田和彦君） 物事を評価するのに、今、人は声かければそれぞれ違う意見があり

まして、最終的な落としどころというか、A の十分達成されたということになるのかと思いま

す。その上で評価というのはそれぞれいろいろあっていいと思うので、それが最終的に我々の

為、市民の為に今後使いやすいというような評価になればいいかなということで、その辺のと

ころは喧々諤々でやっていったほうがいいと思いますし、最後意見中々まとまらないですけど、

細かくまとめていくような形になっていけばいいのかなと思います。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。 

宮内委員。 

○２番（宮内勇二君） 検証するということで、逐条解説を読んでみたんですけど、それと

照らし合わせながら皆さんの意見出してもらって、集計してもんでいけば今の話のとおりでい

いのではないかと思います。 

以上です。 

○委員長（村田春樹君） 山崎委員。 
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○５番（山崎晴生君） 正副委員長のほうでシート出していただいて、取りあえず初めてじゃ

ないですか評価って、我々が今後評価をしていく、今後の議員さんたちがこういう立場になっ

たときに、そういうふうに今の現メンバーではどういふうにやったのかというのをしっかりと

みんなで話し合いながら、最初からうまくいくわけではないので、いろんなことを試しながら、

いい物ができればいいのではないかと思います。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。 

戸田委員。 

○３番（戸田大我君） 基本条例見直しとか評価とか、自分たちの活動を評価することだと思

うのでいいと思うのですけど、手段みたいな話かなと思っていて、目標というか理想とかこん

なふうにしたいな、我々も議員になって議会こんなふうになっていろんなところが見えている

と思うのですけど、こんなふうになってくると市民に受入れられるような議会になっていくの

かなと日々考えていると思うんですよね。それが理想だったりするんで、そういったものをこ

の議会活性化委員会で皆さんで共有して、目標ここならというのがそのうちつくりあがってい

くんだろうということをわたしも期待しています。そこが大切かなと思っております。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。 

鬼田委員。 

○１番（鬼田岳哉君） あくまで現状分析ですよね、やることとしては。その改善とかギャッ

プを埋めるというのは次のステップだと思っていて、現状分析に絞った話であれば、今日の話

でわたくしは賛成です。Bにするとかそういったことも含めてスケジュールが一番大事だと思

うので、いつまでに何をやってどういう中身でというのを委員長、副委員長で進めていただけ

ればいい方向にいくと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。そしたら、委員長、副委員長、事務局のほ

うでいつまでにやれば間に合うか、そういったところをできれば早めに連絡いたしますので、

それまでに出していただいて、はじめての評価検証ということなので、どういう結果になるか

まだわからないですけれども、いい方向にいけるようにしたいと思いますので、皆さまのご協

力よろしくお願いいたします。 

 鈴木委員。 

○１０番（鈴木俊一君） これが議会の憲法だと谷仲委員からあったんですけども、憲法と考

えるのだったらば、前文も入ってくると思うんですよ。憲法前文も判例で判断基準になるとい
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うことがうたわれているので、最初の小美玉市議会が最初の目的これが達成されたかというと

ころ、スタートは前文にあると思うので、前文も裁判規範になるという判例もあるので、前文

入れておいたほうがいいのかなと。１条からじゃなくて入れておいたほうが、目的が制定した

全体像が入ってくると思うので、憲法前文、我らが日本国民は公正に選挙された憲法前文、全

世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免れ、平和に生きる権利を有するというのが判例で。

これが憲法前文が裁判の１条、２条とかでなくても、判決でなるかならないかでもめてなる。

だから原点は前文というのは、前の文と書いた前文にあると思うので、これが達成されていれ

ば１番でね、だから１条の前に前文と入れておくのも必要かなと思ったんです。 

○副委員長（真家 功君） そこまでやる、やらないよ俺。 

○１０番（鈴木俊一君） この原点がこれかなと思ったので、この決意と前文ね。 

○副委員長（真家 功君） 難しくなるでしょうよ。 

○委員長（村田春樹君） 取りあえず今回初めてなので、出してきた評価シート案のほうでや

らせていただいて、よろしいでしょうか。 

［「はい」の声あり］ 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

２．その他 

○委員長（村田春樹君） 次に、その他に入ります。 

皆さん何かございましたらお願いします。 

真家副議長。 

○副委員長（真家 功君） ずっと前から思っていたんですが、これも活性化委員会から提

案ということで出したほうがいいのかなと思っていたのですが、議員定数の関係とか議員報酬

の関係とか、この辺も選挙前ではなくて、何年か前から検討するのがいいのかなと思いまして、

そういう提案もどうかなと思うのですが。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。議員定数と報酬特別委員会が約１年前ぐ

らいにできて４回ぐらい委員会として開いて検証したりとか、いろんな場所に視察研修に行っ

たりしたんですけども、その中で結果として前回は定数のほうは現状維持ということで、報酬

のほうもその時代にあわせてという形で確か決まったと思うのですけれども、前回選挙前とい

うことで皆さん選挙に関わることありましたけれども、選挙前ではなくて長いスパンでそうい

った議論をしていかなければいけないと思いますので、一度そのことに関しましても議長に先

ほどいろいろアドバイスもらったりしたんですけれども、どこか研修視察に行くのもいいと思
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うのですが、一度このことに関して、議員定数とか報酬のことに関して茨城県議会のほうで、

一度参考人という形で、今、小美玉市によく来ていただいている茨大の馬渡教授のほうが、県

議会のほうで一度そういった話もされたというのもありますし、小美玉市内でもいろんなとこ

ろで馬渡教授のほうに助けていただいている部分もありますので、議員定数報酬に関しまして、

講師として議長呼んでいただくということも大丈夫なんですかね。そういったことで、まず特

別委員会とか設置する前に、一度そういった方の講師の話を聞いて、どういう方向性にするか

というのも必要だと思いますので、有識者として話しを、講師をしてもらっても。 

 香取委員。 

○７番（香取憲一君） それは馬渡先生に来ていただいて、お話しを聞くというのは非常に

いいと思いますけど、それは調査研究特別委員会を、わからないですけど、発足する前にした

ほうがいいということですか。 

○副委員長（真家 功君） 前というのは、この活性化委員会。 

○委員長（村田春樹君） 活性化委員会だけではなく、全議員で一度講師の先生に講師とし

て来てもらって話を聞いた上で、どうするかというのも必要なのかと。 

 香取委員。 

○７番（香取憲一君） その結果で、委員会を立ち上げる立ち上げないという結論を出そう

ということなんですか。 

○委員長（村田春樹君） 結果というわけではないですけれども、こういった考えもあると

いうのも聞いておいて損はないのかと思うんですよ。前回行った視察先というのが、どちらか

というと自分たちが今住んでいるところより上のほうに行きましたけれども、そういったいろ

んな話も聞かせていただいて参考になったと思いますが、それだけではなくて、いろんな角度

から助言であったりいろんな話を聞いた上で、議論していくのも必要なんじゃないかというふ

うに思っております。 

 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 全議員に聞いてもらうということですか。 

○委員長（村田春樹君） そうです、そのほうがいいですよね。 

 谷仲委員。 

○１３番（谷仲和雄君） この間の特別委員会の結果はいつ出ましたっけ、岩本特別委員長

の結果はいつ出ましたか、出たばっかりですよね。 

○委員長（村田春樹君） 出たばっかりですね。 
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○１３番（谷仲和雄君） 出たばっかりだから、出たばっかりでまた調査しましょうという

話しですか。 

○委員長（村田春樹君） 調査する前に、一度馬渡教授の話を聞いてみるのもいいんじゃな

いかと。 

 谷仲委員。 

○１３番（谷仲和雄君） 調査とか、特別委員会とかそういう話しは別にして、そういう話

しを聞くこれはいいと思いますけど、この間特別委員から報告出たばっかりで、また調査研究

しましょうみたいな、そうすると、じゃ前の特別委員会はなんだったんだという話しになっち

ゃう、そこのところは委員長としてどういうふうに考えているか、わたしの個人的な意見。そ

ういう声を聞くのはいいんですけど、それをまた調査研究に繋げていきましょうというのは、

意図的な流れだと思いますね。この間特別委員会の結果、委員長報告出ましたよね。あれ出て

からどれぐらいの期間今空いているんですかという話しですよ。特別委員会の協議とか調査だ

ってこれ莫大なエネルギーかかっているんですよ、特別委員は。それぐらいエネルギーかけて

特別委員会で結果を出しているんで、そこのところはよく考えていただきたいと思いますね。 

○委員長（村田春樹君） ありがとうございます。ここで暫時休憩とさせていただきたいと

思います。 

 

午前１１時１２分 休憩 

午前１１時２９分 再開 

 

○委員長（村田春樹君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一度議会活性化委員会の中で、議員の資質向上のための研修ということで、茨大の馬渡教授

のほうに講習をやっていただきたいと考えておりますので、スケジュールはこちらのほうでや

らせていただきたいと思いますので、後日それに関しまして皆さまにご報告させていただきた

いと思います。 

 谷仲委員。 

○１３番（谷仲和雄君） 復唱で確認させていただきます。さっき、休憩前の流れの中で、

特別委員会定数とか報酬、あくまでもほんとにテーマというので、絶大な莫大なエネルギーが

各委員さんかかります。そうすると、活性化の本来の特別委員会の趣旨というところがどうし

ても、こっちのほうが大事だと思うんです。先ほどお話しありましたけども特別委員会につい
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ては議長の名で議運にはかって、特別委員会そういうものをつくる前段としての講演会として

の位置付け、これはなんら問題はない。ただ、この活性化委員会で特別委員会どうですかとい

うのではなくて、それはあくまでも議長が必要だからつくりますというのが本来の筋であって、

そこのところが確認できれば問題ないです。 

○委員長（村田春樹君） 今回、副委員長のほうから提案ありましたことに関しましては、

議会活性化のほうで提案させていただくということではなくて、資質向上の講習を受けて、そ

れから議長に判断してもらうような形ということで、よろしいですよね。 

［「はい」の声あり］ 

○委員長（村田春樹君） 香取委員。 

○７番（香取憲一君） 今のでわたしも理解しました。ただ、ひとつの意見としては、真家

副委員長が口笛を切っていただいた、意見を出していただいたのは、ほんとわたしそれも凄い

エネルギー、勇気のいることだなと思いますので、そこら辺は皆さんと共有していただければ

いいかと思います。 

 以上です。 

○委員長（村田春樹君） そのほかございますか。 

 山崎委員。 

○５番（山崎晴生君） 全然全く話別なんですけど、一般質問のときに、部長さんが自席か

ら立って真ん中まで行くじゃないですか、あの時間って凄くもったいないと思っていて、質問

もすごい近い執行部の部長さんだったら別に楽なんですけど、例えば佐々木部長とかぐるっと

回ってくる人たちに関して、こっちも端的に、じゃ、これはどうですかという質問ってできな

いですよね。例えばそこのところ再質するときに、そこのところどうですかと戻ってすぐに、

またすぐに登壇してもらわなければならないというタイミングとかって一般質問しているとき

に気になるところで、ほかの議会見ていると、執行部の部長さんその場で立ってマイクがある

のでしゃべって答弁をしているので、そこはスムーズだなという印象を受けていて、議員は真

ん中までいって話すのは問題ないですけど、逆に議員の前にあるマイクはいらないから、執行

部のほうに付けていただきたいと。執行部の皆さんに、あそこで委員会やるということはまず

ないじゃないですか、そういうふうなところを削っていったら、もっと効率よく一般質問長く

かからずにおわるのではないかと、ひとつ提案でそれが可能かどうかというところを検討して

いたければなと思います。 

○委員長（村田春樹君） わかりました。 
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長島議長。 

○議長（長島幸男君） ずっと前は対面越しではなかったんだよね、質問する方も議員も。

それがいろいろ検討した結果対面ということで。今、山崎議員が言ったように、１回ぐらいの

再質問ならいいんですけど、何回もとなるとわたしも見て席に着いたのを確認してからお話し

するような形をとっているので、それも検討課題のひとつとして考えてみます。 

○委員長（村田春樹君） そのほか何かございますか。 

 鬼田委員。 

○１番（鬼田岳哉君） 前回出ました中学生の見学の話と、委員長から今後倫理条例をどう

していくかの話が出たと思うのですが、前回からの進捗等ございましたら教えていただきたい

と思います。 

○委員長（村田春樹君） 長島議長。 

○議長（長島幸男君） これはまだ教育長と具体的な打ち合わせはしていないので、近々の

うちにお話ししたいと思いますので、その件についてはまた分かり次第皆さまのほうにお話し

します。 

○委員長（村田春樹君） 倫理条例のほうなんですけれども、今まだ調べている最中なので、

次回の委員会、または次あたりになると思うんですけど、皆さんのほうに情報共有しながら、

変えるべき点があるのかとか検証のほうも大事なので、そちらのほうもやりつつということで、

よろしくお願いします。 

 そのほかございますか。 

［「発言する者なし」］ 

○委員長（村田春樹君） なければ、副委員長に変わりたいと思います。 

○副委員長（真家 功君） 長時間にわたりお疲れさまでした。以上をもちまして、議会活

性化特別委員会を閉会いたします。 

 

 

 

午前１１時３８分 閉会 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     


